
　令和２年度愛媛県主学校体育連盟会長を拝命しました中川　祐二です。若

年教員の頃より本連盟に関わらせていただき、組織としての魅力を、身をも

って感じてまいりました。この組織で、このほど重責を担うこととなり、身

の引き締まる思いでいっぱいです。組織力を駆使して体育科研究や各種事業

を推進し、愛媛の体育学習の充実、発展に尽力できるよう精いっぱい努めて

まいります。どうぞよろしくお願いいたします。

　さて、今年度は、新型コロナウィルス感染症の拡大防止対策により、年度

当初の会合等がほとんど開催できない状態でスタートしました。中でも、本

連盟の活動方針をお示しする総会が参会形式から書面議決方式への変更を余儀なくされました。本

来なら、総会の場で、継続的に愛媛の学校体育に顕著なご功績を残された伊予市立北山崎小学校及

び八幡浜市立松蔭小学校の本連盟体育努力校表彰と、長年にわたって愛媛の学校体育を支えてこら

れた前副会長　藤原雅彦　様が受けられました全国学体連功労者表彰のご披露を行う予定でした。

ご受賞を心よりお祝い申し上げますとともに、改めてご披露する場を設けさせていただきます。

　今年度も、継続して「愛顔つながる体育学習」をテーマに、各郡市の実践研究の発信や、全体で

の共有の場を基盤に、教材、人、そして学びそのものがつながる体育学習の確立を目指してまいり

ます。特に、来年度（令和３年度）に控えている全国学校体育研究大会愛媛大会に向け、本連盟が

大きな支えとなるべく研究を推進してまいります。

　今、まさに感染症という大きな壁に立ち向かい、乗り越えるたくましい心と体が求められていま

す。また、運動の二極化傾向や体力低下が子どもたちの課題に挙げられていますが、新学習指導要

領の全面実施をきっかけに、本連盟として何ができるか、何をしなければならないか、真摯に向き

合い、取り組んでいく覚悟です。

　今年度も、「小学校体育の健全な振興を図る」ことを究極の目標として、愛媛県教育委員会並び

に各市町教育委員会の皆様の御指導及び各郡市小学校や小体連の先生方のご理解、御協力を賜りま

すことをお願い申し上げ、挨拶とさせていただきます。
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愛媛県小学校体育連盟　会長　　中川　祐二

あ い さ つ

　昨年度に引き続き、愛媛県小学校体育連盟の理事長を務めさせていただく
ことになりました、八塚伝と申します。どうぞ、よろしくお願いいたします。
本連盟が昭和の時代に始まり、平成、そして令和と、愛媛の子どもたちのた
めに取り組んできたことを継続・発展させ、更なる内容充実を図るために精
いっぱい取り組んでいく所存です。
　ここ数年間は、東京オリンピック・パラリンピックに向けて、様々な競技
が子どもたちの身近なところで数多く展開され、スポーツを一層身近に感じ
ることができるようになりました。本連盟といたしましても、スポーツの意
義や価値について改めて伝えていく絶好の機会として捉え、子どもの体力や

競技力の向上に対する環境や手立て等の充実について吟味しているところです。しかしながら、昨
今の感染症拡大防止対策の影響から、子どもたちの運動内容や運動場面が著しく制限されている現
実を直視しなければなりません。そこで、今一度、健康・安全に対する認識を高め、「愛顔いっぱい」
の子どもを育むための授業改善を日々行っていくことが求められています。令和３年度開催の第
60 回全国学校体育研究大会愛媛大会に向けても、全面実施となりました新学習指導要領でうたわ
れている理念が、具体的に授業の中で展開されることを願い、今年度も、研修会の充実や的確な情
報発信、体育に関する意識調査等にも取り組んでいきます。今後とも御理解・御協力をよろしくお
願いいたします。 愛媛県小学校体育連盟　理事長　　八塚　伝
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